
こういったことにお悩みではありませんか？

複数のストレージがあり全体の把握は面倒

ストレージを効率よく使いたい

容量不足や性能劣化を発生前に把握したい

障害発生！どこに問い合わせれば！？ログの取得方法は？

で解決します。
▲

 機種ごとに異なる画面や操作で管理するのは時間とワークロードがかかる

▲

 アクセス頻度の低いデータは低コストのストレージに保管したい

▲

 急に容量不足や性能劣化が発生し、本番業務に影響が発生

▲

 機器によって問い合わせ先が異なったり、ログの取り方もさまざま

▶ibm.biz/storage_otoiawaseお問い合わせ 0120-550-210  受付時間 9:00~17:00 (土、日、祝日を除く) IBMアクセスセンター

IBM Storage Insights
クラウドとAIでストレージ運用を飛躍的に効率化
パブリック・クラウド上でオンプレミスのストレージ管理を実現
AIを活用した機器の監視・管理で運用も楽々

2.ストレージ運用管理の「負荷やコストを削減」

1.複数ストレージを一元的に「見える化」

3.AIによる予兆分析で「障害を未然に防止」

4.「スムーズな障害解決」をサポート

SaaSで提供するストレージ管理サービスです。セットアップはわずか１０分。
異なるベンダーのストレージも含めて、統一ダッシュボードで一元管理できます。

http://ibm.biz/storage_otoiawase
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1.見える化

3.障害を未然防止

2.負荷やコストを削減

4.スムーズな障害解決

ダッシュボードにて、全ストレージのシステム状況、
性能や容量を一元的に管理します

性能や容量などの閾値監視、推奨設定や最新
バージョンの情報をアドバイスします

容量や性能の見える化により、ストレージ・リソース
の削減や増強計画を支援します

サポートへの問い合わせステップを簡素化、
ログ取得をIBMサポートにお任せできます

▲

 デモ動画はこちら：ibm.biz/insights-demo▲

 実際に体験できます：ibm.biz/insights-jp （*IBM IDが必要です）▲

 IBM Storage Insightsの無料評価版はこちら：https://www.ibm.biz/insights_trial▲

 サポートされるストレージ・システムはこちら：ibm.biz/insights_infra▲

 Storage Insights Proは、月額10TBあたり 35,685円（税別）～▲

 オンプレミス版 :「IBM Spectrum Control」の提供もございます

IBM Storage Insightsではじめる、
クラウド&AIを活用した効率的なストレージ運用管理
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